
平成27年第2回定例会採決結果一覧表

議　案　名
採
決
結
果

議　案
第64号 平成２７年度七尾市一般会計補正予算（第２号） 可決

議　案
第65号 平成２７年度七尾市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

議　案
第66号 平成２７年度七尾市水道事業会計補正予算（第１号） 可決

議　案
第67号 平成２７年度七尾市病院事業会計補正予算（第１号） 可決

議　案
第68号 七尾市税条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第69号 七尾市保育園等保育料徴収条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第70号 七尾市子ども医療費給付条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第71号

七尾市ひとり親家庭等医療費給付に関する条例の一部を改正す
る条例について 可決

議　案
第72号 七尾市和倉温泉運動公園条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第73号

財産の取得について
※コンパクター購入 可決

議　案
第74号

財産の取得について
※屈折はしご付消防自動車購入 可決

議　案
第75号 市道路線の廃止について 可決

議　案
第76号 市道路線の認定について 可決

議　案
第77号

財産の取得について
※長谷川等伯筆屏風2点購入 可決

＝全会一致　　 ＝賛成多数　　 ＝賛成少数

議　案　名
採
決
結
果

報　告
第3号

平成２６年度七尾市一般会計補正予算（第９号）の専決処分の報告
について 可決

報　告
第4号

平成２６年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第４
号）の専決処分の報告について 可決

報　告
第5号

平成２６年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の
専決処分の報告について 可決

報　告
第6号

平成２６年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第３
号）の専決処分の報告について 可決

報　告
第7号

平成２６年度七尾市介護保険特別会計補正予算（第４号）の専決
処分の報告について 可決

報　告
第8号

平成２６年度七尾市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）の
専決処分の報告について 可決

報　告
第9号

平成２６年度七尾市下水道事業特別会計補正予算（第５号）の専
決処分の報告について 可決

報　告
第10号

平成２６年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算（第
４号）の専決処分の報告について 可決

報　告
第11号

平成２６年度七尾市西岸財産区特別会計補正予算（第１号）の専
決処分の報告について 可決

報　告
第12号

平成２６年度七尾市水道事業会計補正予算（第４号）の専決処分
の報告について 可決

報　告
第13号 七尾市税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告について 可決

報　告
第14号

七尾市国民健康保険税条例等の一部を改正する条例の専決処分
の報告について 可決

報　告
第15号

七尾市介護保険条例の一部を改正する条例の専決処分の報告に
ついて 可決

報　告
第16号

平成２７年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算（第
１号）の専決処分の報告について 可決

議案番号 議　　案　　名 採決結果

議会議案第6号 教育予算の拡充を求める意見書 可決

議会議案第7号 地方財政の充実・強化を求める意見書 可決

議会議案第8号 農林水産業の輸出促進に向けた施策の拡充を求める意見書 可決

議会議案第9号 認知症への取り組みの充実強化に関する意見書 可決

議会議案第10号 地方単独事業に係る国保の減額調整措置の見直しを求め
る意見書 可決

議会議案第11号 七尾市議会会議規則の一部を改正する規則について 可決

今議会において、提案された議会議案の結果は下記の通りです。

請願番号 請　願　名 採決結果

請願第1号 演劇文化ゾーン整備に関する請願書 継続審査

請願第2号
戦争に繋がる安全保障関連の２法案（国際平和支援法
案、平和安全法制整備法案）の廃案を求める意見書採択
についての請願

不採択

請願第3号 平和安全法制整備法及び国際平和支援法関連法案の撤
回を求める意見書を政府に送付する請願書 不採択

請願第4号 ＴＰＰ交渉に関する意見書を求める請願 不採択

請願第5号 米価暴落対策の意見書を求める請願 不採択

今議会において、審議された請願は下記の通りです。
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荒
川
区
民
総
幸
福
度
に
つ
い
て

■
東
京
都
荒
川
区

 

6
月
2
日（
火
）

　

荒
川
区
の
区
民
総
幸
福
度

に
つ
い
て
は
、
区
長
が
就
任

時
に
「
区
政
は
区
民
を
幸
せ

に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
」

と
い
う
ド
メ
イ
ン
を
定
め

た
。区
政
運
営
に
最
も
重
要

な
概
念
、制
度
で
あ
り
、区
長

自
ら
が
概
要
説
明
に
あ
た
っ

た
。ま
た
、全
国
の
幸
福
度
実

感
向
上
を
目
指
す
自
治
体
で

組
織
す
る「
幸
せ
リ
ー
グ
」加
入
の
勧
誘
を
受
け
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
、ス
ー
パ
ー
防
犯
灯
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

■
千
葉
県
浦
安
市 

6
月
3
日（
水
）

　

浦
安
市
に
お
い
て
は
、
設
置
に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
課

題
、今
後
の
取
り
組
み
な
ど
、室
内
で
の
研
修
後
、Ｊ
Ｒ
舞

浜
駅
北
口
付
近
に
移
動
し
、ス
ー
パ
ー
防
犯
灯
の
通
報
、警

察
と
の
や
り
取
り
等
を
実
際
に
体
験
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

■
千
葉
県
佐
倉
市 

６
月
３
日（
水
）

　

佐
倉
市
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
施
設
デ
ー
タ
の
一
元
化
か
ら
始
ま
る
施
設
管
理
か
ら

施
設
経
営
へ
の
一
連
の
流
れ
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
部
門
の
統

合
の
重
要
性
な
ど
に
関
す
る
説
明
を
受
け
た
。ま
た
、全
国

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
自
治
体
で

組
織
す
る「
自
治
体
等
Ｆ
Ｍ
連
絡
会
議
」加
入
の
勧
誘
を
受

け
た
。

介
護
と
医
療
の
連
携
に
よ
る
包
括
ケ
ア
の
推
進
事
業
に
つ
い
て

■
東
京
都
北
区 

６
月
１
日（
月
）

　

北
区
は
東
京
23
区
内
で
も
高
齢
化
率
が
高
く
、一
人
暮

ら
し
の
老
人
も
多
い
。若
い
世
代
は
、一
戸
建
て
を
求
め
て
、

土
地
の
安
い
近
郊
に
引
っ
越
す
こ
と
が
多
い
。ま
た
、
人
口

の
割
に
は
区
内
の
病
院
の
病
床
数
が
少
な
く
、
北
区
で
生

涯
を
終
え
る
方
が
少
な
い
。そ
こ
で
、
歳
を
取
っ
て
も
い
つ

ま
で
も
健
や
か
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
て
い
け
る

よ
う
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。区
内
に
15
ケ

所
の
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
お
た
が
い

さ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
等
と

見
守
り
協
定
の
締
結
等
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
に
つ
い
て

■
東
京
都
府
中
市 

６
月
２
日（
火
）

　

文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と

は
別
に
独
自
の
府
中
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
平
成

26
年
度
よ
り
開
設
し
て
い
る
。心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど

も
を
目
指
す
子
ど
も
像
と
し
て
、
少
子
化
や
核
家
族
化
の

影
響
で
、希
薄
化
し
て
い
る
人
と
の
関
わ
り
の
再
構
築
を
学

校
・
地
域
・
保
護
者
が
連
携
し
、双
方
向
で
活
性
化
を
目
指

し
て
い
た
。担
当
者
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

■
東
京
都
府
中
市 

６
月
２
日（
火
）

　

㈱
ロ
ー
ソ
ン
と
㈱
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
が
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
や
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
併
設
し
た
ケ
ア
拠
点
併

設
型
１
号
店
を
ロ
ー
ソ
ン
川
口
三
丁
目
末
広
店
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。社
会
変
化
に
対
応
し
た
次
世
代
コ
ン
ビ
ニ
モ
デ

ル
の
構
築
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、

ロ
ー
ソ
ン
内
を
視
察
。高
齢
者
専
用
で
、こ
の
店
舗
し
か
な

い
買
い
物
カ
ー
ト
や
高
齢
者
が
簡
単
に
料
理
で
き
る
食
材

の
ほ
か
、
衛
生
用
品
等
も
他
の
店
舗
と
比
較
に
な
ら
な
い

く
ら
い
の
品
揃
え
で
あ
っ
た
。高
齢
者
だ
け
で
な
く
、在
宅

で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
て
の
利
用
も
多
い
。

三
浦
半
島
食
彩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

■
神
奈
川
県
三
浦
市 

６
月
４
日（
木
）

　
「
三
浦
半
島 

食
彩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
、三
浦
半
島
の
農

家
・
漁
家
お
よ
び
三
浦
半
島
産
の
食
材
を
提
供
す
る
飲
食

店
や
サ
ー
ビ
ス
業
者
、Ｉ
Ｔ
企

業
な
ど
、多
世
代
・
多
業
者
が

集
結
し
た
民
間
団
体
。三
浦
半

島
は
、農
業
も
漁
業
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
土
地
で
、三
浦

の
「
お
い
し
い
」
を
広
く
認
知

し
て
も
ら
う
た
め
に『
三
浦
半

島
の
食
産
物
』を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
、多
く
の
人
に
三
浦
半
島
に

来
て
頂
き
、食
の
本
来
の
豊
か

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

三
浦
半
島
の
食
材
価
値
を
高

め
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、地

域
の
活
性
化
を
促
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。元
は
行

政
主
体
の
取
り
組
み
だ
っ
た
が
、
今
で
は
民
間
が
主
体
と

な
っ
て
活
動
し
て
お
り
、
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
て
と
て
も
興
味
深
い
取
り
組
み
団
体
で

あ
っ
た
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

■
千
葉
県
君
津
市 

６
月
５
日（
金
）

　

全
国
的
に
増
え
て
い
る
鳥
獣
被
害
。千
葉
県
全
体
で
も

多
く
の
被
害
が
あ
り
、
特
に
イ
ノ
シ
シ
と
サ
ル
に
よ
る
被

害
が
多
い
。防
護
柵
や
捕
獲
檻
な
ど
を
設
置
し
、わ
な
猟
免

許
所
持
者
が
協
力
し
な
が
ら
被
害
防
止
に
努
め
て
い
る

が
、
後
継
者
不
足
な
ど
も
あ
り
、
捕
獲
報
奨
金
を
出
し
た

り
、
狩
猟
免
許
取
得
に
対
す
る
助
成
な
ど
を
行
い
対
応
し

て
い
る
。ま
た
、
捕
獲
後
の
対
応
と
し
て
、
獣
肉
処
理
加
工

施
設
を
建
設
し
、イ
ノ
シ
シ
の
肉
を
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
提
供
し
た
り
販
売
し
た
り
し
て
い
る
。少
し
で
も
被
害

が
減
る
よ
う
今
後
も
い
ろ
ん
な
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

行 政 視 察  結 果 報 告

※  賛成多数の議案中、反対議員は次の通り
　　議案第13号（礒貝和典議員）
※桂議長は、採決には加わりません。

※  請願中、請願第２、３号は山添和良議員と礒貝和典議員以外の議員19名は反対、
請願第4、5号は礒貝和典議員以外の議員20名は反対
※桂議長は、採決には加わりません。

なお、可決された意見書は関係機関へ提出しました。

議会だより 10議会だより11


